
広
報
２
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
４
月
か
ら
市
役
所
の
組
織
・
機
構
の
一
部
が
変
わ
り

ま
す
。

19
年
度
と
20
年
度
の
２
カ
年
で
、
課
を
５
減
、
管
理
職
ポ
ス
ト
を
７
減
、
課
長
補
佐
ポ
ス
ト
を

４
減
、
担
当
の
再
編
で
19
人
を
減
員
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
市
庁
舎
内
の
配
置
が
一
部
変
わ
り
ま

す
の
で
、
次
に
掲
げ
た
課
を
ご
利
用
さ
れ
る
際
に
は
、
課
の
配
置
な
ど
を
よ
く
確
認
さ
れ
た
う
え

お
越
し
く
だ
さ
い
。

将
来
に
向
け
て
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を

集
約
的
、
効
率
的
に
推
進
す
る
た
め
、
道
路

河
川
課
、
都
市
整
備
課
、
建
築
住
宅
課
を
統

合
し
、
基
盤
整
備
課
を
新
設
し
ま
す
。

担
当
は
、
道
路
・
河
川
担
当
、
管
理
担
当
、

都
市
計
画
担
当
、
建
築
・
住
宅
担
当
の
４
担

当
に
な
り
ま
す
。

地
域
産
業
の
更
な
る
発
展
や
、
誘
致
企
業

対
策
な
ど
の
振
興
策
を
効
率
的
か
つ
効
果
的

に
推
進
す
る
た
め
、
産
業
観
光
課
の
商
工
振

興
担
当
と
観
光
振
興
担
当
を
統
合
し
、
商
工

観
光
担
当
を
新
設
し
ま
す
。

事
務
事
業
の
内
容
を
的
確
に
表
現
す
る
た

め
、
次
の
よ
う
に
課
名
を
変
更
し
ま
す
。

◎
財
政
課→→

財
務
経
営
課

◎
消
防
課→→

消
防
防
災
課

◎
生
涯
学
習
課→→

学
び
の
ま
ち
づ
く
り
課

犬
の
所
有
者
は
、
飼
育
し
て
い
る
犬
に
年

１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
で
は
、
な
ぜ
予
防
注
射

の
接
種
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

現
在
、
日
本
に
お
い
て
犬
の
狂
犬
病
は
、

何
十
年
も
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

海
外
で
は
毎
年
狂
犬
病
に
よ
り
数
万
人
も
の

命
が
う
ば
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
人
で
は
昨

年
11
月
と
12
月
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
狂
犬
病

の
犬
に
咬
ま
れ
た
こ
と
が
原
因
で
２
人
の
方

が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
狂
犬
病
は
、
人
や

犬
な
ど
全
て
の
哺
乳
類
に
感
染
す
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
お
り
、
発
症
す
る
と
１
０
０
％
死

亡
す
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

も
し
万
が
一
狂
犬
病
の
犬
が
日
本
に
入
っ

て
き
た
ら
、
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
犬

が
、
他
の
犬
を
咬
み
、
さ
ら
に
人
を
咬
ん
だ

り
し
て
日
本
国
内
に
流
行
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
流
行
を
防
ぐ
た
め
に
、
犬
に
対
し

て
狂
犬
病
予
防
注
射
の
接
種
が
必
要
で
す
。

今
年
も
４
月
か
ら
、
各
市
町
村
で
集
合
注

射
が
行
わ
れ
ま
す
。
日
程
な
ど
は
広
報
な
ど

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
年
１
回
、
必
ず
予

防
注
射
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

衛
生
課

０
５
５
５（
24
）９
０
３
３

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所（
富
士
・
東
部
保
健
所
）

現
在
、
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

発
生
が
世
界
的
な
広
が
り
を
み
せ
て
お
り
、

我
が
国
で
も
強
毒
タ
イ
プ（
Ｈ
５
Ｎ
１
）の
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
一
部
地
域
で
発
生
し
て

い
ま
す
。

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ヒ
ト
へ

の
感
染
事
例
に
つ
い
て
は
、
東
南
ア
ジ
ア
な

ど
で
感
染
し
た
鳥
類
と
密
接
に
接
触
す
る
こ

と
に
よ
る
感
染
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

は
熱
に
弱
い
た
め
、
十
分
な
加
熱
調
理
を
す

る
こ
と
で
、
食
品
を
介
し
て
ヒ
ト
に
感
染
す

る
可
能
性
は
、
現
時
点
で
は
な
い
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
、
食
品（
鶏
卵
、
鶏

肉
）を
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ヒ
ト
に
感
染

し
た
事
例
は
世
界
的
に
も
報
告
さ
れ
て
お
り

ま
せ
ん
。

県
内
に
お
い
て
は
、
現
時
点
に
お
い
て
発

生
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
県
で
は
高
病
原
性

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
情
報
を
、
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
各
所
属
の
ペ
ー
ジ（
福
祉
保
健
部
健

康
増
進
課
）に「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
」

で
提
供
し
て
い
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

地
域
保
健
課

０
５
５
５（
24
）９
０
３
５
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